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IMS Japan Conference 2021: ハンズオンセミナ
デジタルバッジの作成から検証まで

デジタルバッジセッション 1
オープンバッジ基本コンセプト・ハンズオン

２０２１年９月１０日(金) 10:00～10:40～11:30

IMS JAPAN デジタルバッジ部会副主査

IMS Certified Trainer

デジタル・ナレッジ教育テクノロジ研究所 シニア・フェロー 秦 隆博

t-hata@digital-knowledge.co.jp

本日の資料URL: https://s3.aws.imsjapan.org/ob2021.pdf



2書籍紹介: 日本IMS協会ホームページ: imsjapan.org



3オープンバッジ冊子目次

デジタル・ナレッジ
ホームページ
資料請求



4オープンバッジの利用シーン

幼児教育 初等中等教育 高等教育 社会人教育

マイクロクレデンシャル

学習活動の見える化

スキルの見える化

代替資格: オルタナティブ・クレデンシャル

動機付け:モチベーション

教育，学習支援活動成果を認める 活動成果を価値づける

主体的対話的で深い学び 社会環境の変化と求められる人材像



5オープンバッジとは?: 教育コミュニケーションツール

実体/実物 デジタル化 デジタライズ化 DX:

オープンバッジ

標準化データ埋込

蓄積・配布・表示

相互運用可能

検証可能検索可能

学習成果認証

拡張

人 人

IT IT

発行者 取得者 成果

デジタル
トランスフォーメーション



6オープンバッジ人財コミュニケーション・ツール

画像: PNG, SVG 構造化データ : JSON-LD 

直感 自動化

標準化 : ポータビリティ

人と人 , システムとシステムがコミュニケーション可能



7標準化による学習経歴プラットフォーム・ツール

発行機関

発行機関

発行機関

学習人財 コミュニケーション・ツール

蓄積可能

配布可能 相互運用可能

検証可能

検索可能



8スキルの成長と過程を認め合う

8
2015年6月 2018年6月 2020年6月

NPS
（ネット・プロモーター・スコア）
推奨者の割合から
批判者の割合を引いた数値

300万バッジ発行

https://www.ibm.com/blogs/ibm-training/ibm-connected-credentials-recognizing-skill-development-and-progression/

バッジ信頼性

3 November 2020 | Written by: James Daniels

2人からの出発



9SkillSoft社: 開始1年(2020/02-2021/02) 1,000万バッジ発行
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Partnership:

SkillSoft社資料より抜粋



10Open Badges : Credly社 Credly社資料より抜粋



11テクニカルセッション: オープンバッジ・ハンズオン

• 目的: オープンバッジ仕様の理解と実装技術の習得
– 「なぁんだ、オープンバッジの実装って簡単だったんだ。
すぐに、自社システムに取り入れよう!!」

• 対象者: オープンバッジ機能の実装を検討している団体(の技術担当者)
– ユーザ部門: 教育機関・一般企業
– ベンダ部門: EdTech企業(LMS,CBT,SIS,教育コンテンツ,教育アプリ), HrTech企業(HR,TM,ATS)

• 前提知識: JSON、Webアプリケーション開発経験が望ましい
• 概要:

– オープンバッジ検証サイト(IMS Global、IMS Japan)を使ったハンズオンを通して、オープンバッジの技術構成(11キーワード)について
理解し、自社のオープンバッジ実装計画を検討する際の基本知識を習得する。

• 自社システムへのオープンバッジ表示方法
• 自社システムからのオープンバッジ発行方法
• 自社システムと連携したオープンバッジ管理方法

• 方式(時間): ハンズオンを含むオンライン・カンファレンス方式(90分)
• ハンズオン環境:

– Internet, Web Browser(Chrome等): IMS Japan Open Badges 研修サイト
– Emailアドレス
– JSON編集可能なテキスト・エディタ(VS-Code等)



12オープンバッジ実装手法

• 手法1: 仕様フルスクラッチ
– A4, 30ページ, 7,000語

• 手法2: 中核ライブラリ活用
– Open Badges Validator Core
– Open Badges Bakery

• 手法3: プラットフォーム活用
– オープンバッジ・サービス
– 各社サービス
– Badgr Open Source

• Server API
• Client UI 自社システム・独自アプリケーション

オープンバッジ・サービス(基本機能):
Issue, Display, Host

オープンバッジ中核機能: 
Verify/Validate, Bake/unBake

仕様: Open Badges 2.0

表示 発行 検証 検索



13オープンバッジ技術構成(11キーワード)
種類 キーワード 読み 意味

オープンバッジ
サービス(機能)

Issue イシュー バッジ発行サービス

Display ディスプレイ バッジ表示(画像・データ)サービス

Host ホスト バッジ管理(保管・取込・取出)サービス

オープンバッジ
中核機能

Bake ベーク 画像にデータを書込む機能

UnBake アンベーク 画像からデータを読込む機能

Validation バリデーション データ検証機能

Verify ベリファイ バッジ検証機能

オープンバッジ
JSON-LD

用語

Assertion アサーション 発行済みバッジ

BadgeClass バッジクラス 発行前バッジ(バッジの型)

Issuer イシューア バッジ発行者

Recipient レシピエント バッジ取得者・獲得者・受領者・持主



14オープンバッジ・ソリューション領域

発行者（教育機関等） 検証者（企業等）取得者（学習者）

オープンバッジ・プラットフォーム・システム : オープンバッジ基本機能

保管機能 : HOST
発行機能:ISSUE 検証機能:VERIFY表示機能:DISPLAY

API : Badge Connect API

オープンバッジ本来の活用価値 : 独自アプリケーション

既存基幹システムLMS , SIS , 就職支援 HR , Talent , PMO

オープンバッジ中核機能: Verify/Validate, Bake/unBake



15デジタルバッジの作成から検証まで: ハンズオン

• デジタルバッジセッション 1（40分）
– オープンバッジ基本コンセプト

• IMS Globalのオープンソース基に日本語
化した検証システムをハンズオンで使用して
、オープンバッジの主要技術(UnBake, 
Verify, Validate)について理解し、自社
のオープンバッジ実装計画を検討する際の
基本知識を習得することが出来ます。

• デジタルバッジセッション 2（40分）
– オープンバッジ・プラットフォーム

• オープンバッジ・ネットワーク財団のプラットフ
ォームをハンズオンして、オープンバッジ・プラ
ットフォームの3つの機能(オープンバッジ作
成:Make, オープンバッジ管理:Host, オ
ープンバッジ発行:Bake)を体験することが
出来ます。

オープンバッジ・プラットフォーム

表示 発行 検証 検索

IMS Validator Site : オープンバッジ検証

unBake , BakeValidate , Verify



16バッジ検証ハンズオン・作業ステップ

• ステップ1: サンプルバッジ画像のダウンロード
– ブラウザで下記URLにアクセスし、表示後にダウンロードします。

• https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion1-
conformance.png

• ステップ2: ダウンロードした画像を、メモ帳(テキストエディタ)で表示します。
• ステップ3: 検証サイトにアクセスして、上記バッジを検証します。

– ブラウザで下記検証サイトにアクセスして、バッジ内のデータを確認します。
• IMS Global Validator Site

– https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/
• IMS Japan Validator Site

– https://openbadgesvalidator.imsjapan.org/
• Badgr Open Badges 2.0 Validator Site

– https://badgecheck.io/
• ステップ4: オープンバッジ・データ構成(JSON-LD)説明
• ステップ5: 検証サイト作成に使われるオープンバッジ中核機能説明

https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion1-conformance.png
https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/
https://openbadgesvalidator.imsjapan.org/
https://badgecheck.io/


17ステップ1: サンプルバッジ画像のダウンロード

• ブラウザで下記URLにアクセスし、表示後にダウンロードします。
– https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion1-

conformance.png
• 画像を選択し、マウスの右クリック・メニューから「名前を付けて画像を保存」を選択して保存します。

https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion1-conformance.png


18ステップ2: ダウンロードした画像を、メモ帳(テキストエディタ)で表示

• メモ帳を開き、画像をドラッグして、メモ帳にドロップします。
• 画像データの中に、オープンバッジの情報(JSON)を見つけます。



19ステップ2: 画像の中のオープンバッジ情報(JSON)

② iTXt : openbadges

③画像データ

①画像制御情報

"id": 
"https://badges.imsglobal.or
g/public/assertions/1geQXk
WnQnW0BkWcO3jSPA?v=2
_0"



20Open Badges 2.0 認証用 サンプルリソース・バッジ

Required Badge Format Use this resource for the demonstrations

Baked badge (PNG) format https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion1-conformance.png

Baked badge (SVG) format https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/OB20-assertion-conformance-servicelearning.svg

Assertion URL https://badges.imsglobal.org/public/assertions/1geQXkWnQnW0BkWcO3jSPA.json?v=2_0

http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/cert/index.html

recipient identity: conformance@imsglobal.org

{"@context":"https://w3id.org/openbadges/v2",
"type":"Assertion",
"id":"https://badges.imsglobal.org/public/assertions/1geQXkWnQnW0BkWcO3jSPA",
"badge":"https://badges.imsglobal.org/public/badges/6m-_xam7SFq_sg5lam43Jw",
"image":"https://badges.imsglobal.org/public/assertions/1geQXkWnQnW0BkWcO3jSPA/image",
"verification":{"type":"HostedBadge"},
"evidence":[{"type":"Evidence",

"id":"http://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/my-portfolio.pdf"}],
"issuedOn":"2017-12-19T22:25:39.446359+00:00",
"recipient":{

"salt":"ec9d81269505419681e6c3f6853679c4",
"type":"email",
"hashed":true,
"identity":"sha256$061bc804b04cfce65a1b96ea0a7dc47b60a629edd4206e86334e4ef90c6709d1"}

}

http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/cert/index.html


21ステップ3: バッジ検証ハンズオン: Verify/Validate

• IMSサイトでバッジを検証する
– IMS Global Open Badges 2.0 

Validatorサイトをアクセス
• Badge Object Reference Dataの
設定は下記のどちらかを入力します。

– Assertion URI/URL、またはJSONを入
力

» https://badges.imsglobal.org
/public/assertions/1geQXkW
nQnW0BkWcO3jSPA

– Badge Imageの「ファイルを選択」で、ス
テップ1でダウンロードした画像を選択

• Expected Profile JSONに入力
– {"email":"conformance@imsglob

al.org"}
– 「Submit」ボタンをクリック

https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/

https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/


22Results: 結果画面: ①, ②, ③

発行者: Issuer

取得者: Recipient

成果: BadgeClass

② Graph : JSON-LD

③ Report : レポート

① Input : 入力情報

検証結果

バッジ: Assertion



23ステップ4: オープンバッジ データモデル(JSON-LD)

• JSON-LD: データの意味が人とシステムに分かり易い構造化データ
– JSON: JavaScript Object Notation

• {“キー1” : “値1”, “キー2” : “値2”, “キー3” : “値3”}
– キーとデータの対応は解るが、キー1の意味は解らない

• {“lastname”:”hata”}
• JSON-LD: JSON-Linked Data  3つのキーワード (@context, @Type, @id)

– 構造化データ
• ”キー”  用語/ボキャブラリ(キーワード)の意味が共通化できるように表現をあらかじめ決めて  schema.org に登録
• データ形式  文字, 数値, URL, Date, Organization, Person ..etc.  {“familyName”:”hata”}

– @context: 分野ごとのボキャブラリを示す   w3id.org/openbadge/v2
• JSON-LD文書の全体で使用される省略名を定義するために使用する。 これらの省略名は 用語 と呼ばれ、開発者がコンパクト
な方法で特定の識別子を表現する助けとなる。

– @type: ボキャブラリ  Assertion, BadgeClass, Issuer
– @id: URL/URI/IRIや空白ノード識別子を用いてドキュメント中で記述される物を一意に識別するために使
用される。

• Open Badge contextでは、id  @id
• オープンバッジの@context: https://w3id.org/openbadges/v2

– https://openbadgespec.org/v2/context.json

https://openbadgespec.org/v2/context.json


24オープンバッジ JSON-LD

• Assertion.json:アサーション: オープンバッジ発行情報全体
– Recipient:レシピエント: バッジ取得者/獲得者/所有者
– BadgeClass.json:バッジクラス: バッジの内容と発行者情報

• Issuer.json:イシューア: 発行者情報

オープンバッジデータ
Type: Assertion
エビデンス
発行日

検証方法:hosted

取得者
Recipient

成果:バッジ雛型
Type: BadgeClass

発行者
Type: Issuer

発行者: Issuer

成果: BadgeClass
取得者: Recipient
バッジ: Assertion

@id: URL/URI/IRI@id: URL/URI/IRI

@id: URL/URI/IRI



25JSON-LD項目: Assertion, Recipient
Assertion: 発行バッジ: 主張・宣言・言明・断言・確言・意見・明文・申出・メッセージ

expires: 有効期限

Verification: 検証方法(Host, Signed)

revocationReason: 無効化理由

revoked: 無効化状況

Image: 画像

evidence: 証明・証拠 IRI

ID: ファイルURI

narrative: evidence 要約説明

Type: Assertion

@context: フォーマット定義

Recipient: 保有者

Badge: BadgeClass(雛型・原型・型)
IssuedOn: 発行日時

Issuer: 発行者

Recipient: 保有者

Identity: Text/Hashed
Type: email
Hashed: ハッシュ可否

salt: ハッシュ用



26JSON-LD項目: BadgeClass, Issuer

Issuer: 発行者

ID: IRI(URL)
Type: Issuer/Profile
Name: 名称

url: url
Email : email
Verification: 検証方法

telephone: 電話番号

description: 概要

Image: 画像

publicKey: publicKey
revocationList: revocationList

Criteria: 基準・条件: 付与

BadgeClass: 雛型・原型・型

Alignment: 参照カリキュラム等

Tag: キーワード・タグ

Issuer: 発行者

Name: 名称

Description: 概要

Image: 画像

ID: IRI(URL)
Type: BadgeClass



27オープンバッジ 2.0 仕様書: IMS Globalリソース

Specification Documents: 仕様書・関連資料
•Open Badges 2.0

• OB 2.0 Final Specification
• OB 2.0 Implementation Guide
• OB 2.0 Certification Guide
• OB 2.0 Baking Guide

Public Documents and Resources: その他リソース
•IMS Global Repository
•Open Badges Validator
•Current IMS-certified Open Badges platforms and tools
•Open Badges Community Forum

http://www.imsglobal.org/activity/digital-badges

A4
30ページ
7,000語

http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/index.html
http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/impl/index.html
http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/cert/index.html
http://www.imsglobal.org/sites/default/files/Badges/OBv2p0Final/baking/index.html
https://github.com/IMSGlobal/
https://openbadgesvalidator.imsglobal.org/
https://site.imsglobal.org/certifications?refinementList%5Bstandards_lvlx%5D%5B0%5D=Open%20Badges&refinementList%5Bstandards_lvlx%5D%5B1%5D=Open%20Badges%20%3E%20Version%202.0
http://www.imsglobal.org/forums/ims-glc-public-forums-and-resources/open-badges-community-forum
http://www.imsglobal.org/activity/digital-badges


28ステップ5: オープンバッジ中核機能とオープンソース・ライブラリ

Validate Verify

unBake Bake

• Open Badges Validator Core

• Open Badges Bakery

オープンバッジ中核機能: 
Validate/Verify, unBake/Bake

{"@context":"https://w3id.org/openbadges/v2",
"type":"Assertion",
"id":"https://badges.imsglobal.org/public/assertions/1geQXkWnQnW0BkWcO3jSPA",
"badge":"https://badges.imsglobal.org/public/badges/6m-_xam7SFq_sg5lam43Jw",
"image":"https://badges.imsglobal.org/public/assertions/1geQXkWnQnW0BkWcO3jSPA/image",
"verification":{"type":"HostedBadge"},
"evidence":[{"type":"Evidence",

"id":"http://openbadgesvalidator.imsglobal.org/SampleResources/my-portfolio.pdf"}],
"issuedOn":"2017-12-19T22:25:39.446359+00:00",
"recipient":{

"salt":"ec9d81269505419681e6c3f6853679c4",
"type":"email",
"hashed":true,
"identity":"sha256$061bc804b04cfce65a1b96ea0a7dc47b60a629edd4206e86334e4ef90c6709d1"}

}



29検証サイト: Badgecheck.io 事例 https://badgecheck.io/

https://badgecheck.io/


30OUJ , IMS Japan OBV2 日本語サーバレス検証サイト

検証バッジデータ設定画面 検証結果画面

Validate/Verify

Original
IMS Global Site

Bake/unBake



31サーバレス・オープンバッジ中核機能API
• 中核機能ライブラリをサーバレス環境に設置してAPIを提供する

API
Gateway Lambda

AWS Cloud

const returnMessage = await axios.post(uploadApiPath, formData,{headers,params});

ClientRecipient
Consumer



32IMS JAPAN デジタルバッジ部会 技術支援活動

• 会員  (一般)
– オープンバッジ中核機能API
– オープンバッジ・プラットフォーム・
リファレンスモデル

自社システム・独自アプリケーション

オープンバッジ・サービス(基本機能):
Issue, Display, Host

オープンバッジ中核機能: 
Verify/Validate, Bake/unBake

仕様: Open Badges 2.0

表示 発行 検証 検索
部会員
大募集



33IMS Japan デジタルバッジ部会メンバ実装状況

• 一般財団法人オープンバッジ・
ネットワーク
– OBV2, BlockCerts:  NL

• 放送大学:
– OBV2: AOBADK

• CCC-TIES:
– OBV1

• NL: ネットラーニング: 
– OBV2: Platform(Issue, Host, 

Display)

– BlockCerts 2.0: Platform(Issue)

• DK: デジタル・ナレッジ:
– OBV2: LMS Option(Issue, Host, 

Display)

– BlockCerts 2.0: Hyland 
Credential(Issue)

• LasTrust: ラストラスト
– BlockCerts 2.0: Platform(Issue)

• 該当なし

ユーザ部門 : Institutions 開発・支援部門 : Supplier

活用部門: Displayer

2021年9月現在



34「学び・バッジ・仕事」のデジタルエコシステム

能力・スキルの継続的学習

求められる能力
付加価値の源泉の変化に対応
人材を獲得・育成・最適配置

学習や訓練の実績証明
学習過程・成果の見える化

プロフェッショナルの継続的な学びによる専門職コミュニティの持続可能な発展
デジタル・クレデンシャル(バッジ)による、「デジタルエコシステム」（学び・バッジ・仕事）の最適化

学びは仕事の生産性と品質を向上させ、自己実現の機会を拡げる

学び

仕事 バッジ



35

ご清聴ありがとうございました。
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